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1. 平成29年3月期第1四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第1四半期 17,917 37.7 757 ― 863 ― 532 ―
28年3月期第1四半期 13,011 △5.9 △130 ― △44 ― △73 ―

（注）包括利益 29年3月期第1四半期 401百万円 （―％） 28年3月期第1四半期 △24百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円銭 円銭

29年3月期第1四半期 16.68 ―
28年3月期第1四半期 △2.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第1四半期 62,815 24,959 39.7 781.63
28年3月期 68,118 24,861 36.5 778.57
（参考）自己資本 29年3月期第1四半期 24,959百万円 28年3月期 24,861百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※当社は、平成28年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施する予定であるため、平成29年３月期（予想）の１株当たり
期末配当金につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。
株式併合を考慮しない場合の平成29年３月期（予想）の１株当たり期末配当金は7.5円となり、１株当たり年間配当金は15円となります。詳細は、「業績予想の適
切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 7.50 ― 9.50 17.00
29年3月期 ―
29年3月期（予想） 7.50 ― 37.50 ―

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
※平成29年３月期の通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細につきましては、「業績予
想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,000 11.1 2,800 △1.5 2,900 △3.3 1,900 △0.4 297.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P.2「1.当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び業績予想について）
当社は、平成28年６月29日開催の第87回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につ
き１株の割合で株式併合を実施することとしております。また、株式併合と同日付で、単元株式数の1,000株から100株への変更を併せて実施する予定です。
なお、株式併合考慮前に換算した平成29年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

１.平成29年３月期の配当予想 １株当たり配当金 第２四半期末 ７円50銭（注１） 期末 ７円50銭（注２）
２.平成29年３月期の通期の連結業績予想 １株当たり当期純利益 期末59円50銭

（注１） 第２四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。
（注２） 株式併合考慮前に換算した配当額であります。
（注３） 平成29年３月期の年間配当金（株式併合考慮前）予想は15円00銭となります。

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期1Q 34,000,000 株 28年3月期 34,000,000 株
② 期末自己株式数 29年3月期1Q 2,067,718 株 28年3月期 2,067,345 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期1Q 31,932,482 株 28年3月期1Q 31,934,093 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融当局の金融政策により雇用や所得環境

は改善に向かいつつも、個人消費は力強さに欠け、企業収益も円高などの影響により弱含みとなっています。海外

においては、米国において堅調な個人消費等により景気回復が見られる一方、中国を始めとする新興国経済の減速

に加え、英国のＥＵ離脱問題や資源国の原油安等不透明な状況が続き、日本経済の先行きに下押しとなることが懸

念されます。 

当社グループの事業の環境は、設備工事事業につきましては、政府建設投資は昨年度に引続き減少傾向にありま

すが、受注案件は一部の地域に減速傾向があるものの、首都圏を中心に堅調に推移いたしました。しかしながら、

受注・価格競争の厳しさは続いており、施工面においても要員の確保などにより原価率の上昇が懸念されます。精

密環境制御機器の製造販売事業につきましては、ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置向け製品は中国

を始めとするパネルメーカーの大型投資を受け、中小型パネル向けが前四半期に比べ受注および生産が大幅に増加

しました。一方、半導体製造装置向け製品は受注環境の悪化により前四半期を下回りました。 

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

１四半期連結累計期間の売上高は17,917百万円（前年同期比37.7％増加）、営業利益は757百万円、経常利益は863

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は532百万円となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

 

<設備工事事業>

売上高     16,127百万円  （34.9％）

営業利益      647百万円  （ ― ）

受注高は22,605百万円で前四半期比19.1％の増加となりました。

売上高につきましては、前四半期に比べ期首繰越工事の増加や工事進捗率の上昇に伴い売上高は34.9％の増

加となりました。完成工事総利益率の改善もあり前四半期の営業損失から647百万円の営業利益となりまし

た。

 

<機器製造販売事業> 

売上高      1,790百万円  （ 69.2％）

営業利益      109百万円  （  ― ）

受注高は2,145百万円で前四半期比102.2％の増加となりました。

売上高につきましては、ＦＰＤ製造装置向け製品が前四半期に比べ大幅な増加に伴い、売上高は69.2％の増

加となりました。製品売上総利益率は売上高増加に伴う固定費負担の低下もあり改善し前四半期の営業損失

から109百万円の営業利益となりました。

 

（２）連結財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が62,815百万円（前年度末比5,303百万円減少）となりまし

た。主な減少は、現金預金3,720百万円及び受取手形・完成工事未収入金等1,284百万円です。

負債総額は37,856百万円（前年度末比5,400百万円減少）となりました。主な増加は、電子記録債務1,944百万円

であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等4,337百万円、短期借入金870百万円及び未払法人税等1,051百万円

です。

純資産は24,959百万円（前年度末比97百万円増加）となりました。主な増加は、利益剰余金の増加229百万円で

あり、主な減少は、その他有価証券評価差額金108百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成28年５月13日に発表いたしました平成29年３月期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 11,525 7,805 

受取手形・完成工事未収入金等 34,924 33,639 

製品 61 36 

未成工事支出金 773 1,010 

仕掛品 749 868 

材料貯蔵品 191 186 

その他 2,258 1,606 

貸倒引当金 △2 △1 

流動資産合計 50,482 45,152 

固定資産    

有形固定資産 4,081 4,064 

無形固定資産 269 258 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,995 12,050 

その他 1,326 1,325 

貸倒引当金 △36 △35 

投資その他の資産合計 13,285 13,340 

固定資産合計 17,636 17,663 

資産合計 68,118 62,815 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 21,651 17,314 

電子記録債務 9,848 11,793 

短期借入金 3,300 2,430 

未払法人税等 1,096 45 

未成工事受入金 1,347 1,194 

完成工事補償引当金 44 44 

工事損失引当金 254 229 

建物解体費用引当金 88 27 

役員賞与引当金 70 - 

その他 2,060 1,350 

流動負債合計 39,762 34,428 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,549 1,527 

役員退職慰労引当金 265 254 

その他 1,680 1,645 

固定負債合計 3,494 3,427 

負債合計 43,257 37,856 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,857 3,857 

資本剰余金 3,721 3,721 

利益剰余金 13,640 13,869 

自己株式 △740 △740 

株主資本合計 20,478 20,707 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,776 4,667 

為替換算調整勘定 108 74 

退職給付に係る調整累計額 △501 △491 

その他の包括利益累計額合計 4,383 4,251 

純資産合計 24,861 24,959 

負債純資産合計 68,118 62,815 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 13,011 17,917 

売上原価 11,746 15,690 

売上総利益 1,264 2,227 

販売費及び一般管理費 1,394 1,470 

営業利益又は営業損失（△） △130 757 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 89 89 

その他 9 30 

営業外収益合計 100 122 

営業外費用    

支払利息 7 7 

コミットメントフィー 5 5 

その他 2 3 

営業外費用合計 15 16 

経常利益又は経常損失（△） △44 863 

特別利益    

投資有価証券売却益 0 - 

土地売却益 - 14 

特別利益合計 0 14 

特別損失    

固定資産処分損 0 0 

ゴルフ会員権評価損 2 - 

特別損失合計 2 0 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△46 877 

法人税、住民税及び事業税 20 17 

法人税等調整額 6 326 

法人税等合計 26 344 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △73 532 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△73 532 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △73 532 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 41 △108 

為替換算調整勘定 12 △33 

退職給付に係る調整額 △4 10 

その他の包括利益合計 48 △131 

四半期包括利益 △24 401 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △24 401 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 11,953 1,058 13,011 － 13,011 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
1 － 1 △1 － 

計 11,954 1,058 13,013 △1 13,011 

セグメント損失（△）（注） △58 △71 △130 － △130 

（注）セグメント損失の合計額は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 16,127 1,790 17,917 － 17,917 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
14 － 14 △14 － 

計 16,141 1,790 17,932 △14 17,917 

セグメント利益（注） 647 109 757 － 757 

（注）セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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４．補足情報

（１）連結受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期

平成28年３月期

第1四半期累計期間

当 四 半 期

平成29年３月期

第1四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 18,973 ( 94.7 %) 22,605 ( 91.3 %) 3,631 19.1 %

機 器 製 造 販 売 事 業 1,061 ( 5.3 %) 2,145 ( 8.7 %) 1,084 102.2 %

合 計 20,035 ( 100.0 %) 24,750 ( 100.0 %) 4,715 23.5 %

 

（２）個別受注高

（単位：百万円）

区 分

前年同四半期

平成28年３月期

第1四半期累計期間

当 四 半 期

平成29年３月期

第1四半期累計期間

比 較 増 減 増 減 率

設 備 工 事 事 業 18,840 ( 94.7 %) 22,404 ( 91.3 %) 3,564 18.9 %

機 器 製 造 販 売 事 業 1,061 ( 5.3 %) 2,145 ( 8.7 %) 1,084 102.2 %

合 計 19,901 ( 100.0 %) 24,550 ( 100.0 %) 4,648 23.4 %
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